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　私はUKSTTのヤングエンジニア賞2004の受賞者

として，非開削技術の勉強を自分の好きな国で学ぶこ

とができるという機会に恵まれました。私が行き先を

日本に決めた理由は幾つかあります。まず最初に日本

は非開削技術の採用と技術開発において長い歴史があ

ることです。多くの知識，経験を持つ人々がこの分野

において大勢います。次に，東京という都市が人口密

集地であることから，非開削技術の採用に非常に適し

ているということと，数々の興味深いプロジェクトが

あり，見てみたいと思ったことがあります。そして

最後に，個人的に日本の歴史と文化に非常に興味があ

り，是非それを経験し，学んでみたいと思ったからで

す。

　私の日本での滞在はとても忙しく，そして楽しいも

のでした。JSTTの和田事務局長と近藤恭子氏には，

私の旅のプラン作りとスケジュール調整に非常にお世

話になりましたし，私のガイド役と通訳も務めていた

だきました。彼らは私に日本の非開削技術を教えてく

れただけでなく，日本の文化面も教えてくれました。

休日に出かけた鎌倉の観光は素晴らしいものでした。

神社や寺院も素敵でしたが，様々な種類の日本食を食

べることができましたし，そしてもちろん，日本酒も

試してみました。

　日本での研修初日は，アイレック技建㈱の黒岩正信

氏から小口径曲線推進工法の一つであるエースモール

工法とその性能についての説明を受けました。説明

後，東京都日野市の工事現場を見学させていただきま

した。下水道の工事で，φ450mm管を複合曲線推進

している現場でした。曲線のうちの一つは，曲線半径

R=56という急曲線でした。推進している下水道管の

直上は一方通行の狭い道路で，通行止めは許されない

現場でした。エースモール工法はR=50，L=150mと

急曲線に対応しながら長距離施工ができるすばらしい

能力をもっており，このような厳しい条件下での工事

には非常に有効であると感じました。

　次の日はつくばにあるNTTのアクセスサービスシ

ステム研究所において次世代エースモールの説明を受

け，またアイレック㈱の技術センタでは小口径推進機

も見せていただきました。次世代エースモールの説明

のハイライトの一つは，動的圧入推進装置（先端ヘッ

ドを振動させ，前面抵抗を低減し推進する）を使った

無排土圧入方式でした。この工法では450mmまでの

口径の管であれば，地表への影響をほとんど出さずに

推進できることを確認したそうです。そしてもう一つ

は，ドリルヘッドの先端に取り付けた小型アンテナに

より，前方の埋設物を探査するシステムです。これに

より，埋設物等への衝突を未然に回避できるようにな

るとのことです。

　つくばではもう一箇所，日本工営㈱中央研究所を訪

問し，李黎明博士とお会いすることができました。そ

して彼らの開発した解析ツール（老朽下水道管渠の健

全度診断及び既設管渠の残存耐荷力を解析するツー

ル）と，ソフトウェアパッケージ（設計支援システム

ソフト）のプレゼンテーションを受けました。その

後，中央研究所の中を案内していただき，遠心力載荷

実験施設や土質・環境科学棟，水工実験棟など様々な

施設を見せていただきました。

　また別の日には，幸運にも直径が12mもあるシー

ルドトンネル工事の現場も案内していただきました。

ここは新たな首都高速道路を山手通りの地下に建設し
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ている現場で，奥村組JVにより施工されていました。

シールドマシンのスケールの大きさ，マシンの設計，

ハニカムセグメント，そして工事の手順の良さ等に非

常に感銘を受けました。

　最終日には，非開削技術のそれぞれの分野の専門家

とディスカッションを持つことが出来ました。コマ

ツの原田茂氏とHDD工建㈱の中山正志氏には，日本

のHDD工法（誘導式水平ドリル工法）の技術と現状

について説明を受けました。私が興味深いと思ったの

は，現在日本にはHDDマシンが約70基しかなく，推

進工法のそれと比べると非常に少ないということで

す。私が見るところ北米とヨーロッパでは状況が違っ

ていて，HDDは少なくとも推進工法よりは多く使わ

れています。そしてまた日本では，ポリエチレン管が

水道業界にあまり受け入れられていないということ

で，結果としてHDDを使って水道管を敷設すること

が非常に少ないということも驚きました。また，日本

のガス協会が開発した“インテリジェントHDD"につ

いても学びました。ドリルヘッド部分に近距離の障害

物を探知することができるセンサー搭載しています。

このようなツールは，他のパイプラインを傷つける危

険性を事前に回避することができ，私の意見として

は，世界規模でのHDD産業にとても有効なツールだ

と思いました。

　研修の最後に，私の個人的な特権（UKSTTのダウ

ニー氏の紹介があったので）として石橋信利氏（元日

本下水道管渠推進技術協会顧問）にお会いし，日本で

の推進工法の歴史や新技術を教えていただくことがで

きました。日本下水道推進技術協会の西村重一氏と奥

村組の森田芳樹氏も同席してくださり，日本の推進工

事の最新技術と今後の発展についてお話を伺いまし

た。最新技術としては，長距離推進，超大口径推進，

急曲線そして岩盤掘削技術などについてのお話があり

ました。日本の推進技術の未来はとても期待が持てる

と感じました。

　私は今回の日本への訪問で多くのことを学ぶこと

ができました。このような機会を与えてくださった

UKSTT（英国非開削技術協会）に感謝すると共に，

私のスケジュールを調整してくださったJSTT事務局

とそして私に多くのことを教えてくださった関係者の

方々に深くお礼を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（和訳：近藤恭子）

筆者プロフィール

1977年カナダ生まれ。カナダ・オンタリオ州のウォータールー大学で地質工学を専

攻。同大学にて修士号を取得する。修士号のテーマは“非開削における地表面へ影

響について”。2002年よりイギリス・ロンドンに本社のある大手建設コンサルタン

ト会社“モット・マクドナルド社（Mott Macdonald）”に勤務。これからも非開削

技術全般について学んでいきたいと意欲満々である。

Alec Marshall氏

筆者と日本工営の李氏

日本の推進技術についてレクチャーをうける筆者


